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M11b 太陽活動周期 21期末から 24期における，活動領域の磁場タイプ別の出現数
の変動とフレア活動
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われわれは，USAF-NOAAおよびGOESデータを用いて，太陽活動周期 21期末から 24期にかけて（1981年
12月～2017年 6月）の，活動領域とフレア・アクティビティに関する統計的研究を続けている。
ウォルフ数については，単一の活動周期中に２つのピークがあることが古くから指摘されている。本研究では

ウォルフ数ではなく，活動領域の出現数そのものの変化に注目しているが，磁場構造が単純な活動領域のグルー
プ（α型，β型）と，磁場構造が複雑なグループ（βγ型とβγδ型）とでは，ピークの出現の時期が一致しな
いことがわかった（22期で顕著）。複雑な型のグループでは，2つめのピークがやや高い傾向が認められる。
また，南北半球における活動領域の出現数については，22期と 24期では北半球でのピークが先行し，南半球

のピークがその約 2年後に現れることを確かめた。さらに，活動領域ごとの面積の最大値の統計的分布に注目し，
flare activeな活動領域（Bクラス以上のフレア活動を示した領域）と flare quiet な活動領域との間で，はっきり
とした分布のちがいがあることもわかった。現在，Flare activeな領域と Flare quietな領域のあいだの寿命の違
いについても検討を進めており，その結果の詳細についても年会で報告する予定である。


